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平成 26年 2月 14日

行〉市立島田市民病院

事業管理者

服部 隆一
集〉広 報 委 員 会

血
液
内
科

石
橋

孝
文

平
成
２４
年
１０
月
に
血
液
内
科
常
勤
医
は
不
在
と
な
り
、
静
岡
市
立
静
岡
病
院
血
液
内
科
か
ら
の
非
常
勤
医
師
に
よ
る
外
来
診
療
支
援
、
お
よ
び

当
院
腎
臓
内
科
、
循
環
器
内
科
医
師
の
協
力
に
よ
り
、
現
在
ま
で
血
液
疾
患
の
入
院
診
療
も
継
続
で
き
ま
し
た
。
専
門
分
化
が
進
む
昨
今
の
医
療
界

の
中
で
は
貴
重
な
経
験
と
い
え
る
で
し
ょ
つ
。
私
は
平
成
２５
年
１０
月
１
日
付
け
で
島
田
市
民
病
院
血
液
内
科
に
常
勤
医
と
し
て
赴
任
致
し
ま
し
た

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

島
田
市
民
病
院
血
液
内
科
の
基
本
方
針
は
、
標
準
治
療
の
推
進
、
分
か
り
や
す
い
説
明
と
同

一息
、
チ
ー
ム
医
療
の
推
進
で
す
。

標
準
治
療
に
つ
い
て
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
治
療
、
科
学
的
に
権
威
の
有
る
論
文
や
テ
キ
ス

ト
ブ
ッ
ク
、
あ
る
い
は
国
内
外
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た
治
療
を
実
施
す
る
と
い
２
」と
で
す
。

し
か
し
、
高
齢
の
患
者
さ
ん
も
多
く
、
標
準
治
療
を
金
科
玉
条
と
す
る
の
で
は
な
く
、
患
者
さ
ん

一人
ひ
と
り
の
、
年
齢
、
体
力
、
生
活
環
境
、
一父
通
事
情
、
経
済
状
況
な
ど
に
配
慮
し
て
、
総
合
的

に
治
療
法
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
の
ほ
う
が
重
要
と
い
え
ま
し
ょ
つ
。
チ
ー
ム
医
療
に
関
し
て
は
、

外
来
化
学
療
法
室
の
充
実
、
病
棟
薬
剤
師
に
よ
る
患
者
指
導
、
医
師
や
看
護
師
へ
の
助
言
も
多

く
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
一局
齢
の
血
液
内
科
患
者
さ
ん
も
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
充
実
し
た
ケ
ア
を

行
っ
て
い
ま
す
。

血
液
内
科
医
の
診
る
病
気
は
、
鉄
欠
乏
性
貧
血
や
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど
の
貧
血
、
白
血
病

や
悪
性
リ
ン
パ
腫
な
ど
の
造
血
器
悪
性
腫
瘍
、
特
発
性
血
小
板
減
少
紫
斑
病
や
血
友
病
な
ど
の

血
栓
／
止
血
系
の
疾
患
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
血
液
内
科
医
の
知
識
や
経
験
を
活
か
し
て
、
不

明
熱
や
膠
原
病
、
さ
ら
に
は
エ
イ
ズ
診
療
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
病
気
を
扱
い
ま
す
。
一局
齢
化
と
と

も
に
、
様
々
な
診
療
科
で
行
わ
れ
る
抗
癌
剤
治
療
の
進
歩
、
抗
血
栓
薬

（ク血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に

す
る
薬
し

の
進
歩
な
ど
か
ら
複
雑
な
血
液
デ
ー
タ
の
異
常
を
示
す
患
者
さ
ん
も
増
え
て
お
り
、

血
液
内
科
へ
の
診
療
依
頼
も
従
来
に
比
較
し
て
増
え
て
い
ま
す
。

血
液
の
病
気
と
い
い
ま
す
と
、
従
来
の
イ
メ
ー
ン゙
は
、
何
ヶ
月
も
入
院
し
、
過
酷
な
抗
癌
剤
治
療

を
繰
り
返
し
、
輸
血
も
頻
繁
に
あ
る
も
の
の
、
結
局
は
助
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
何
と
も
気
が
滅

入
る
も
の
で
し
た
。
現
在
で
も
急
性
白
血
病
の
治
療
は
さ
ほ
ど
変
わ
り
な
い
の
で
す
が
、
悪
性
リ
ン

パ
腫
や
骨
髄
腫
で
は
新
薬
も
多
く
登
場
し
て
、
外
来
化
学
療
法
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
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こ
の
よ
う
に
、
血
液
内
科
の
な
か
で
外
来
診
療
の
占
め
る

位
置
づ
け
は
、
ど
ん
ど
ん
重
み
を
増
し
て
い
ま
す
が
、
志
太

・

榛
原
地
区
を
は
じ
め
、
静
岡
県
全
域
で
不
足
し
て
い
る
の
は

血
液
内
科
の
人
院
治
療
で
す
の
で
、
少
な
い
マ
ン
パ
ワ
ー
を
有

効
に
使
う
た
め
、
血
液
内
科
に
通
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の

中
で
比
較
的
病
状
が
安
定
し
て
い
る
方
、
再
発
の
見
込
み
が

と
て
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
方
、
一局
齢
で
総
合
病
院
通
院
が

困
難
に
な
っ
て
き
た
方
、
一局
血
圧
や
コ
レ
ス
ア
ロ
ー
ル
、
血
糖
を

下
げ
る
薬
、
安
定
剤
な
ど
の
処
方
を
目
的
で
来
院
し
て
お
ら

れ
る
患
者
さ
ん

に
つ
い
て
は
、
で

き
る
だ
け
、
か
か

り
つ
け
医

（
開

業
医
、
ク
リ
一ラ

ク
）
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
す

（病
診
連

携

）
。
病
状
悪

化
時
は
、
当
科

を
再
紹
介
さ
れ

ま
す

の
で
、
ご

安
心
く
だ
さ
い
。

な
に
よ
り
も
総

合
的
に
体
を
診

て
も
ら
え
る
メ

リ
ッ
ト
が
有

り

ま
す
。
血
液
内

科
外
来
に
定
期

的
に
通
院
し
て

毎
回
検
査
を
受

け
て
も
、
多

く

の
癌
は
早
期
に

は
発
見
で
き
ま

せ
ん
。
血
液
内

科
外
来
で
は
、
あ
く
ま
で
も
血
液
の
病
気
に
関
連
す
る
検
査

項
目
を
採
血
、
検
査
し
て
お
り
ま
す
。

自
家
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
を
含
め
、
一
連
の
化
学
療
法
は

当
科
で
完
結
す
る
よ
う
な
体
制
は
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
種

造
血
幹
細
胞
移
植

（ド
ナ
ー
か
ら
の
移
植
、
い
わ
ゆ
る
従
来
の

ク骨
髄
移
植
り
に
関
し
て
は
、
移
植
可
能
な
県
内
外
の
施
設
と

連
絡
を
取
り
、
適
宜
、
患
者
さ
ん
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

急
性
白
血
病
な
ど
、
強
力
な
化
学
療
法
を
実
施
す
る
と
、

３
週
間
程
度
、
正
常
好
中
球
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

感
染
症
に
大
変
弱
く
な
り
ま
す
の
で
、
無
菌
室
内
で
の
生
活

が
始
ま
り
ま
す
。
本
、
パ
ソ
コ
ン
、
ゲ
ー
ム
な
ど
も
持
ち
込
ん

で
、
単
調
な
生
活
に
備
え
ま
し
ょ
つ
。
当
院
で
は
、
室
内
の
清

浄
度
を
た
か
め
る
改
修
も
検
討
中
で
す
。

【写
真
上
】
島
田
市
民
病
院
血
液
内
科
ク
リ
ー
／ヽ
ル
ー
ム
（計
４
床
、

ク
ラ
ス
ー
０
０
達
成
が
１
床
）
（右
よ
り
）
ク
リ
ー
／ヽ
ル
ー
ム
個
室
内

の
減
菌
水
供
給
装
置
と
ウ
ォ
ン
ュ
レ
ッ
ト
、
ベ
ツ
ド
か
ら
病
室
入
り
回

を
見
た
風
景
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
入
り
回
の
エ
ア
ー
シ
ャ
ワ
ー

（医
療

ス
タ
ッ
フ
の
着
衣
表
面
の
ホ
コ
リ
を
吹
き
飛
ば
す
装
置
）

血
球
分
離
器

（フ
レ
ゼ
ニ
ウ
ス
Ａ
Ｓ
１
１
０
４
）

患
者
さ
ん
の
片
方
の
腕
の
血
管
か
ら
血
液
を
採
取
、
遠
心

分
離
器
で
幹
細
胞
を
分
離
、
採
取
、
残
り
の
血
液
は
、
も
う

片
方
の
腕
の
静
脈
に
返
し
ま
す
。
実
際
に
は
透
析
用
の
カ

テ
ー
テ
ル
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
患
者
さ
ん
や
ド

ナ
ー
の
骨
髄
を
何
十
回
も
刺
さ
な
く
て
も
、
末
梢
の
血
液
で

幹
細
胞
が
採
取
で
き
る
す
ぐ
れ
も
の
で
す
。

血
液
内
科
診
療
ス
タ
ッ
フ
（４４
病
棟
）

患
者
の
皆
さ
ん
を
支
え
て
く
れ
る
病
棟
ス
タ
ッ
フ
く
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①
初
め
て
当
院
を
受
診
す
る
人
（診
察
券
の
な
い
人
）

【受
付
時
間
】
午
前
８
時
か
ら
午
前
Ｈ
時

（小
児
科
・
脳
神
経
外
科
は
１０
時
ま
で
）

【受
付
場
所
】
「１
番
窓
口
　
新
患
受
付
」

②
診
察
券
の
あ
る
人

【受
付
時
間
】
午
前
７
時
３０
分
か
ら
午
前
Ｈ
時

（小
児
科
・
脳
神
経
外
科
は
１０
時
ま
で
）

【受
付
場
所
】
「再
来
受
付
機
」
又
は

「２
番
窓
□
再
来
受
付
」

※
紹
介
状
が
必
要
な
科
に
つ
い
て
は
「診
療
表
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【受
付
時
間
】
午
後
５
時
か
ら
午
前
８
時
３０
分
（平
日
）

当
院
の
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、

★
休
日

・
夜
間
診
療
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
救
命
処
置

。
入
院
が
必
要
な
患
者
さ
ん
を
最
優
先
し

ま
す
。

◎
軽
症
の
患
者
さ
ん
は
、

日
曜

。
祝
日
は
『休
日
急
患
診
療
所
』
を
、
夜
間
は

『志
太
榛
原
地
域
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
』
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

一
島
田
市
休
日
急
患
診
療
所

（島
田
市
民
病
院
内
）

軽
症
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
応
急
処
置
を
す
る
た
め

の
も
の
で
、
島
田
市
医
師
会
の
医
師
が
交
代
で
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【診

療

日
】
日
曜
日
・
祝
日

【受
付
時
間
】
午
前
８
時
３０
分
～
午
前
Ｈ
時
３０
分

午
後
１
時
～
午
後
４
時
３０
分

（受
診
さ
れ
る
場
合
は
直
接
医
療
機
関
ヘ

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
）

内
科
、
小
児
科

島
田
市
野
田
１
２
０
０
番
地
の
５

０

５

４

７

ｉ

３

５

１

１

７

９

９

志
太
榛
原
地
域
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

夜
間
に
発
病
し
た
患
者
に
対
し
て
、
年
中
無
体
で
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【診

療

日
】
毎
日

【受
付
時
間
】
午
後
７
時
３０
分
～
午
後
１０
時

（平
日
）

午
後
７
時
３０
分
～
午
前
７
時

（土
、
日
）

（受
診
さ
れ
る
場
合
は
直
接
医
療
機
関
ヘ

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
）

【診
療
科
目
】
内
科
、
小
児
科

【所

在

地
】
藤
枝
市
瀬
戸
新
屋
３
６
２
１
１

【電
話
番
号
】
０
５
４
１
６
４
４
１
０
０
９
９

【診
療
科
目
】

【所

在

地
】

【電
話
番
号
】

島田市民病院

正面玄関
休日診入口
面会者入口

Ｎ◇
救急
センター

＋
救
急
セ
ン
タ
…
の
こ
利
用
に
つ
い
て

健診センタ■

|||
■|■ |

あ
な
た
も
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か

◇
市
民
病
院
で
は
、
看
護
師

・
助
産
師
を
随
時

募
集
し
て
い
志
す
。
「
週
３
日
な
ら
…
」
、
「
半

日
な
ら
…
」
と
い
う
人
で
も
、
勤
務
日
や
勤
務

時
間
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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島 田市 民 病 院 医 師 診 療 表
電話 (0547)35-21110

◆診療各科の受付時間は7:30～ 11100です。(一部診療科を除く)

平成 26年 1月 20日現在★紹介状がなくても受診できます。
不斗 男U 診療区分 月 火 水 木 金 科 男J 診療区分 月 火 水 本 金

総合診療科
午前 ―診 岩嶋 谷尾 谷尾 岩嶋 谷尾

'ヽ

    科
―診 磯野 」二本寸 オ直田

」二十寸

(術前診察)
午 前 渡辺 谷尾 二診 土屋 中田 交代 声沢 と置・検歪

漢方内科
午前

(専門外来) 予L腺

午前・―診

13:30～ 14:30 険査のあ

第2・ 第4

形成外科

寺井 得地 三倉 寺井 得地
高橋

※ 午前。二診 二 届

審 日書肉 乗ゝL
午前 垣 午後

一診

レーザー 手術 手 術 レーザー 手術

午 後 腹膜

脳神経外科

山形 阪 口 浦野 オ寸E日 阪口

診 松 下 高橋 金山 石 間沃リ 二診 金城

,肖化器内科
午前・

午後・
森 下 新
一趾

松 下 金山

一診

※受付時間 :7:30～ 10100です。

午後・三 間渕 評可薦 戸百 扉 T~替il薦

循環器内科

(専門外来)
14100～ 15:00

―診 青 山 川人 露木 石 田 金森 泌尿器科 二診 古
心 植 村 島根

二 診 近藤 青山 松岡 近藤 蔦野 午後 手術 勾視鏡検査 検査 手 術 手術

午前・三診 児玉 月風吉S

産婦人科

小松 日日本寸 小松 小松 山崎

ベースメーカー

ー診

石 田 市検診 市検診

/1ヽ 児 科

磯 目 里
（

黒川 磯 目 黒 川 ※完全予約制です。
二診 交代 西野 西野 西野 交代

眼  科

午前・―診 小原 小 原 小 原 小 原 小原

三診
武藤

(予約のみ)
午後 。一診 手術 手術 検査 手術 検査

(専門外来)

喘息

黒川

血液.内分泌

黒川

腎臓

武藤

(予約のみ)

心臓 乳児検診

磯目

午前・二診 富安 富安 富安 富安 富安

磯 目 午後・二診 手術 手術 手術/検僣 手術 検査

心臓

第2月

金・磯目

予防接種

交代

乳児検診 未熟児 内分泌 耳鼻咽喉科

※火 水 .金は

紹介状不要
です。

午前 予約 山河 山河 予約 山河

里
（

磯 目 黒川 午後 予約 手術 予約手術 手術 手 術

予防接種 喘息 発達 予防接相

交代
※ (月・木)は紹介状と初診予約が必要です。交代 磯 目 西野

※受ホ 間 :7:30～ 10:00です。

皮膚科

―診

健康管理科
午前

第1・ 第2 二診 馬屋原 馬屋原 馬屋原 馬屋原 馬屋原
松 田 三診 植田 オ直田

※初診予約必要です。 ※診察は午前のみになります。午後は手術、
病棟業務となります。放射線科 齋藤 齋藤 齋藤 齋藤 齋藤

★紹介状と初診予約が必要です。

禾斗  男リ 診療区分 月 火 水 木 金 不斗  月リ 診療区分 月 火 水 木 金

血液内科 ―診

午前・―診

午前

野垣
石橋 石橋 中坊 ―診 加藤 交代 佐伯 澤 田 土肥/片山

糖尿病・

内分泌内科

岩鬼 古川 岡 西 二診 片山 澤田 石 江 齋藤

午前。再診 岩鬼 古川 岩 鬼
岡西 整形外科

三診
午前

土肥 寺本 加藤 佐イ白
古川 貯血

午後。再診 岩鬼 71ヽ
谷 古′‖ 岩鬼

手術
手術
義肢装具

手術
手術
義肢装具

手術神経内科 午前 近藤/桝圧 近藤

呼吸器内科
呼吸器外科
※注 1・ 注2

―診 菅 沼 交代 岩嶋 菅沼

歯科口腔外科

午前・―診 祭 葉 一祭 票 祭

二診 小林 岩嶋 小林 奥田 午前・二診 田 中 田中 田中 田中 田 中

三診 交代 住友 三 診 齋藤

四診 菅沼 奥田 菅沼 午後 手術
―診・葉

手術 手術 手術
二診 田中

五診 担当医 担当医 担当医 担当医 担当医

心療内科

午前 。再診
松 田

※インフフントと外揚ILついては 紹

`)llAは

↑要

ですが、予約は必要です。詳しくは回腔外科
に問い合せ下さい。

午後。初診
※週1月曜日のみ外来診

◆ (※ 注 1)呼吸器内科 :島田市及び川根本町在住の方が対象
◆ (※ 注2)呼吸器外科 :島田市及び近隣市町在住の方で手術・検査が必要な疾患の患者が対象
◆都合により変更する場合もありますので、ご了承下さい。
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